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フィールドワークにおけるスマホアプリの有効性
―ICTを活用した調査手法の試み―
1．はじめに
本稿の目的は，スマートフォンにインストールされ
ているアプリケーション，通称「スマホアプリ」を活
用したフィールドワークを試みることで，スマホアプ
リの有効性を検証するとともに，ICT（情報通信技
術）を活用した新たなフィールドワークの技法を提示
していくことにある。あわせて，アプリで収集した
データの整理と仮説抽出までの作業についても提示し
ていく。
フィールドワークの技法に関しては，様々な先行研
究がみられるが，近年の ICT の進展を反映した技法
に関するものは少ない。そうしたなか，大林（2019）
は，スマホを活用したビジネス・サファリの技法を紹
介している。ビジネス・サファリとは，ビジネス現象
の観察（フィールドワーク）をサファリ体験のように
意識させることで，心躍る学習経験に転換するアク
ティブラーニング・プログラムである。スマホは，通
信機能だけでなく，文字や画像・映像，音声といった
情報の検索・収集・記録機能も有しており，さらに
は，GPS による位置情報の捕捉や，生活行動のタイ
ムライン記録も可能な小型デジタル複合機器である。
我々はそれを日常的に使いこなしているが，とりわけ
10代から20代の若者たちはスマホに慣れ親しんでお
り，習熟度が高いことから，学生向けにスマホを活用
したフィールドワークの技法を開発していくことは，
アクティブラーニング・プログラムの発展にとっても
重要なことといえる。そこで本稿では，大林（2019）
での取り組みをベースにした，スマホアプリを活用し
たフィールドワークの技法について紹介し，その成果
と課題について論じていく。
なお本稿は，2018年度専修大学商学研究所研究助成
プロジェクト「都市型フィールドワークの技法」の成
果の一部である。同プロジェクトの目的は，①フィー
ルドワークの技法を活用した都市部におけるビジネス
研究のアプローチを提示するとともに，②アクティブ
ラーニングによるビジネス教育のひとつとして，都市
部におけるフィールドワークの教育的成果を示すこと
にある。
2．フィールドワークの手順
2-1．事前の準備
調査を行う上では，以下の装備が最低要件となる。
①スマホ
・筆者は Apple 社の iPhone7 plus を用いたが，他
社の機器や OS でも構わない
・屋外でもインターネット（wifi）接続が可能であ
ること
②スマホアプリ＊専修大学商学部教授
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以下のアプリを事前にダウンロードして動作確認を
しておくこと。
・地図アプリ：マップ，Google Maps，Yahoo ! 
MAP など
・ライフログアプリ：SilentLog（無料，内部課金
制）
・スキャナアプリ：Camscanner（無料，内部課金
制）や Office Lens（無料）など
③パソコン
・収集したデータの整理や資料作成に必要なソフト
ウエアを搭載していること
・ワープロ，画像編集ソフト，pdf 作成ソフト，プ
レゼンテーションソフトなど
④メモとペン
・手の平サイズ（A7，105×74mm）のメモとペン
この他に，手ぶれ補正や写真の解像度調整，シャッ
ター音の調整などができるカメラアプリ，長時間の調
査や不意のバッテリー切れのためのモバイルバッテ
リー，スマホを手にしながら歩くため，落下防止のス
トラップなども，必要に応じて用意しておくとよいだ
ろう。
地図アプリは，事前に調査地の場所や周辺環境を把
握する際に用いるとともに，調査地までの交通アクセ
スの確認や，当日の移動に際してもナビ（経路検索）
機能が必要となる。これは，スマホにプリインストー
ルされているものを使用すれば問題はないが，必要に
応じて他社のものを利用する方法もある。ライフログ
アプリは，調査日時や調査地の位置情報，天候，移動
時間と距離などを記録するために必要である。スキャ
ナアプリは，スマホで撮影したドキュメント画像をス
キャンして文字認識をするソフトである。看板やポス
ター，チラシやメニューなど，文字の入った画像をよ
り鮮明な画像や PDF に変換したり，加工・編集した
りすることができる。これらのアプリの機能について
は，大林（2018）で詳細に示されているので参照され
たい。
2-2．実査：フィールドノーツの作成
フィールドワークの第1段階は，現場に入って物事
を「よく観察して記録すること」，即ち「フィールド
ノーツを作成すること」である。観察は，事前に設定
した調査テーマや課題，自身の興味や関心にもとづい
てアンテナを張り，現場で起きる様々な事象を敏感に
キャッチすることである。スマホの場合，写真や動画
の撮影，マイクによる音声記録などが1台で手軽にで
きるとともに，自らの行動も自動で記録できるため，
現実を「よく見る」ことにより多くの意識を注ぐこと
ができる。
2-3．データの整理と分析：エスノグラフィーの作成
フィールドワークの第2段階は，調査の記録（デー
タ）から「事象間の関連性を見つけ出すこと」，つま
り「フィールドノーツをもとにエスノグラフィーを書
くこと」である。エスノグラフィーとは，フィールド
ノーツから何らかのカテゴリー（頻発する出来事，何
らかの法則性，類似性，相違点など）を見つけ出し，
事象相互の関係性を明らかにするような仮説や理論的
解釈を生成・提示したものである。
「仮説生成型のフィールドワーク」では，観察した
事象間の関連性をうまく整理できるようなカテゴリー
を見つけ出し，仮説を生成していくことが，優れたエ
スノグラフィーの要件となる。仮説生成型の場合，
データ収集と分析はほぼ同時進行で行われる。調査目
的やリサーチクエスチョンに合わせて調査対象を決
め，現場でデータを収集しながら，事象間の関連性を
説明できそうなカテゴリーを見つけ出していく。カテ
ゴリーは，先行研究から援用することもあれば，デー
タから発見することもあるし，現場でひらめくことも
ある。これが仮説生成型の特徴である。一方，「仮説
検証型のフィールドワーク」では，現場に入る前にカ
テゴライゼーションを行い，仮説を立てていく。その
後，現場で収集したデータを分析し仮説を検証してい
く。ここでのカテゴリーは，一般的に先行研究から援
用することが多い。
3．スマホを活用したフィールドワーク
以下では，筆者が行ったフィールドワークを紹介し
ていく1）。調査対象は京都市の今出川通にあるパン屋
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である。京都はパンの消費量が多い都市のひとつであ
り，今出川通は，京都市の中でも様々なパン屋が集積
する通りのひとつでもある。そこで，「パン屋の集積
地における同質化と差別化」をテーマとして設定し
た。商業集積地における各店舗の「差別化／同質化」
は，実務的・学術的にも一般的なテーマであるととも
に，不慣れな土地でのフィールドワークから仮説を生
成していく上では有効なカテゴリーのひとつでもあ
る。
3-1．事前の調査―市場データの収集―
はじめに，京都市民のパン消費に関する基礎データ
を収集した。総務省統計局「家計調査（二人以上の世
帯）品目別都道府県庁所在地及び政令指定都市ランキ
ング平成27年（2015年）～平成29年（2017年）平
均2）」によると，京都市は，神戸市に次いでパンの平
均支出額が多い都市となっている。但し，食パンに関
しては全国で16位（10,109円）となり，全国平均をや
や上回る程度になる。したがって，京都市では，食パ
ン以外のパン（惣菜パンや菓子パンなど）が中心的に
消費されていると推測できる。
パンの平均消費量をみると，平均支出額と同様，京
都市は全国1位となっているものの，食パンの平均消
費量は全国で12位（21,962g）となっていることか
ら，平均消費量の面でも食パン以外のパンを多く消費
していると考えられる。
一方，NTT の「タウンページデータベース3）」によ
ると，「パン店」の登録件数は年々減少しており，
2016年で11,326件となっている。人口約10万人あたり
の登録件数は，①徳島県（15.08件），②愛媛県（14.36
件），③富山県（14.34件）の順に多く，京都府全体と
しては6～10位の間に位置している。
また，グルメ情報サイトなどから，京都市内の人気
店や話題の商品などを調べ，人気店の特徴や売れ筋な
どを把握していった。結果，上記の消費データを裏付
けるかのように，サンドイッチ，フルーツやナッツを
練り込んだハード系のパン，ライ麦パンなどの写真が
投稿されていた。人気店の上位100店舗の分布をみる
と，京都の中心市街地である南部の四条通から北部の
丸太町通りの間に集中していることがわかった（図
1）。あわせて，今回の調査地である今出川通のパン屋
についても立地状況を調べてみたところ，パン屋の集
積する通りであることが再確認できた（図2）。これに
よると，今出川通に面したパン屋は6件，周辺を入れ
表1　パンの平均支出額
パンの平均支出額（円） 食パンの平均支出額（円） 他のパンの平均支出額（円）
全国 30,253 全国 9,019 全国 21,233
①京都市 38,915 ①神戸市 13,478 ①京都市 28,806
②神戸市 38,179 ②堺市 11,571 ②岡山市 27,327
③岡山市 36,900 ③奈良市 11,568 ③大阪市 25,508
④堺市 36,855 ④松江市 11,421 ④堺市 25,285
⑤大阪市 36,335 ⑤和歌山市 10,859 ⑤大津市 25,267
総務省統計局「家計調査（二人以上の世帯）品目別都道府県庁所在地及び政令指定都市
ランキング平成27年（2015年）～平成29年（2017年）平均」
表2　パンの平均消費量
パンの平均消費量（g） 食パンの平均消費量（g） 他のパンの平均消費量（g）
全国 45,205 全国 19,482 全国 21,988
①京都市 58,377 ①堺市 25,354 ①京都市 28,513
②堺市 55,958 ②神戸市 25,148 ②岡山市 28,179
③大津市 55,591 ③奈良市 24,858 ③大阪市 27,389
④大阪市 54,816 ④名古屋市 24,453 ④堺市 26,915
⑤岡山市 54,584 ⑤和歌山市 24,190 ⑤大津市 25,227
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ると12軒あり，有名なチェーン店だけでなく，様々な
個店も立地していることがわかる。そして，地図上に
表記された店舗をクリックし，各店舗の HP を閲覧し
たり，顧客がお店を紹介しているブログなどを読んだ
りしながら，調査対象へのおおよその予測をつけて
いった。
3-2．実査
（1）フィールドノーツの作成
フィールドノーツは時系列に沿って記述し，「調べ
たこと」と「気づいたこと」に分けて同時に記録して
いった。これを word で清書したものが図3である。
「食べログ」京都市のパン店4）より作成
図1　京都市の中心市街地における人気パン店の分布
Google Map5）より作成
図2　今出川通のパン屋の分布
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図3　時系列で記録したフィールドノーツ
京都市今出川通のパン屋調査
調査日時 2018年9月3日（月），晴れ（32℃），12:30-15:00（追加調査は17時まで）
調べたこと 気づいたこと
調査する（12:35-）
①大正パン
―大正時代に創業，京都では有名な老舗のパン屋
―本来の休業日ではないようだが店は休み
・事前調査では今回のメイン
と し て 期 待 大 だ っ た だ け
に，落胆も大
・古びたシャッターに風情を
感じる
②ル・プチメック
―ヨーロッパ（フランス）
のカフェやパン屋を彷彿
とさせる赤い外観
―illy のステッカーが店頭に
貼ってある
―こちらも休み
・コーヒー豆にも拘りがあるようだ
・入口のドアはそろそろ直した方がいいだろう
・閉店していると潰れた店のように見える
・ネットで調べたら金土日しか営業していない
・週3しか働かないのはいいことだ
③パンドブルー（12:42-50）
―15m2（8畳）程度の狭い売り場に40種類ほどのパン（惣菜
パンが90％）
―価格帯は，惣菜パンとサンドイッチ100円，食パン1斤150
円，バケット200円の3タイプ
―気がつかないと素通りしてしまうぐらいの間口の狭さと目
立たない外装（看板）
―但し，外観は白と黒の洗練されたデザイン
―常に4-5組のお客さんが店内にいるので，すれ違うだけでも
苦労する狭さ
―レジ待ちに3-4人並ぶと店内スペースの半分は一杯になる
―外で待っている間（5分程度）も入れ替わりで3組ほどが入
店
・商品の90％以上が100円なので「100均パン屋」と名付ける
・そこから原価を想定する
・魅力的な価格帯ではあるが，この狭い店舗で，どうやって利
益を上げているのかが気になる
徒歩で移動⇒鶴屋吉信で和菓子購入⇒バスで移動
④アルチザナル（13:15-20）
―木目を活かした対面式のカウンター（平台）に10種類ほど
のパンを各種3-5個ほど並べている
―殆どが惣菜パンで2-300円，ハード系は2-3種類
―デニッシュやクロワッサンをベースに餡やフルーツを使っ
た甘いパンが半分ほど
―サンドイッチは400-600円
―残っていたのは450円の1個だけ⇒買うのをやめる
―高級感のある内装，薄暗い店内
―イートイン併設（木のテーブルと椅子，2人がけ×2）だ
が，人はいなかった
・奥行きのある広い店内に比べると，商品の少なさを感じる
・店内の半分はイートインなので，人がいないと空きスペース
が気になる
・平台に少数のパンを並べてアートのように見せている
・高級路線を狙っているようだ
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⑤エズブルー（13:20-30）
―白い外観
―20m2ほどの店内に，惣菜
パン，ハード系，サンド
イッチ，ベーグル，ラス
クまで100種類近くはある
と思われる品揃え
―150-250円が中心的な価格
帯
・豊富な品揃えと平均的な価
格帯が魅力
・自分の好みのパン屋が見つ
かる
・迷わず3個購入
枡形商店街の散策（13:30-45）
―150m ほどの小さな商店街に，惣菜から衣類まで，個性あ
ふれる店舗の数々
・個性的な看板や POP が目立つ
・この近所に住んでいれば，日常生活には不自由しないだろう
鴨川べりでランチ（14:00-30）
購入したパンをみんなで食べる
解散の後，阪急河原町へ移動
⑥高島屋「ワールドフーズ・ベーカリー」（15:30）
―「ひょっとしたら…」と思って高島屋の地下に行く
―進々堂やドンクなど8店舗と，期間限定のお取り寄せブース
を発見
―お取り寄せコーナーは人気のようで，「お取り寄せ品」の
シールを貼ったパンが20個ほど棚に並んでいた
―これ以上パンは買えないので資料を収集する
阪急電車で梅田駅（大阪）へ移動
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（2）行動記録
調査時の行動は，先に挙げた SilentLog で自動的に
記録される（図4，5）。SilentLog に記録されたデータ
はテキスト形式で出力できるので，フィールドワーク
の後で自身の行動を確認したり，フィールドノーツの
書き間違いを修正したりする際には有効である。但
し，現時点では時間の記録は正確だが，滞在先の記録
（店名や場所）が間違っていることもあるので注意さ
れたい（図6）。全体の行程もマップで表示される（図
7）。
今回の調査では，看板やポスターを記録する機会は
なかったが，パン屋のチラシは，スキャナアプリ
Camscanner で撮影した（図8）。
3-3．データの整理と分析
図6に示したフィールドノーツから，今回のテーマ
である「パン屋の集積地における同質化と差別化」に
関して気づいた特徴（findings）を整理していった。
今回は，目当てにしていたパン屋が休業していたた
め，サンプル数としては不十分であるが，ある程度の
傾向や特徴は把握することができた。
まず，各店舗に共通している部分（同質化）として
は，以下の4点が挙げられる。
①立地上，店内や入口は狭く15-20m2であること
京都の中心市街地であり，かつ古い街並みのなかに
立地していることから，自ずと間口も店内も狭くなっ
⑦阪急梅田駅構内「うめえぱん」（16:30）
―梅田駅で電車に乗り換える途中，駅の構内でパン屋を見つ
ける
―期間限定で関西の人気パン屋が出店
―だし巻玉子サンド，ロバのパン，無添加食パンなど12店舗
の商品が並ぶ
・何事も好奇心（問題意識）さえあれば，チャンスに巡り合え
るものだと改めて知る
・営業時間が22時まで⇒仕事帰りの人たちのニーズ（翌朝のご
飯）を想定しているのだろう
・とりあえず写真だけ撮って帰り，イベントの主旨などは HP
で確認することにする
図4　SilentLog による行動記録① 図5　SilentLog による行動記録②
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ている。そうした店内に所狭しとパンを並べる店と，
少品目を少量販売する店とがあった。
②店舗の通りに面した部分はガラス張りになってお
り，外から見えるようになっている
これは，通行人の目を引くとともに，狭い店内を広
く見せる工夫といえる。
③木材を使った内装（棚，テーブルや椅子）で，ナ
チュラルな印象をもたせようとしている
パンという食べ物を扱っていることから，暖かみを
感じるような建材や暖色系の色合いを内外装に使って
いる。
④惣菜パンの品揃えが中心で，食パンやハード系は少
ない
事前の市場調査では，京都市では食パン以外のパン
の消費量が多いことから，それを反映して惣菜パンや
菓子パンを中心とした品揃えを予測していた。結果，
調査した店舗では惣菜パンが多かった一方，ハード系
のパンは少なかった。これは，調査対象の店舗に限っ
た特徴である可能性もあるので，一般的な傾向かどう
かはわからない。もうひとつの可能性としては，食パ
ンやシンプルなパンに比べれば，惣菜パンの方が様々
な食材を加えることで多様化させたり付加価値をつけ
たりしやすいことから，こうした傾向が出ているのか
も知れない。
他方，差別化している点としては，以下の3点が挙
げられる。
①価格帯と品揃え
図6　SilentLog によるテキスト形式の行動記録
（括弧内は筆者が加筆修正した記録）
2018年9月3日（月）曇り89℉
12649歩　36.3km　2:42時間
12:33-12:35
滞在　（大正パン）
79歩　2分
12:35-12:42
徒歩　（ル・プチメック）
491歩　0.5km　7分
12:42-12:50
滞在　（パンドブルー）
19歩　8分
12:50-12:52
徒歩
111歩　0.1km　2分
12:52-13:01
滞在（和菓子店「鶴屋吉信」に立ち寄る）
191歩　9分
13:01-13:10
乗り物　バスで移動
20歩　1.6km　9分
13:10-13:22
滞在　阪急百貨店（⇒アルチザナル）
187歩　12分
図7　全体の行程記録
図8　Kamscanner で撮影したパンフレット
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偶然にも，3店舗の平均価格帯と品揃えがそれぞれ
異なっていた。パンドブルーは殆どの商品が100円均
一（税込108円）で「薄利多売型」となっていた6）。
エズブルーは，平均的な価格帯（150-300円）で豊富
な品揃えを擁する「多品目大量生産型」であるのに対
して，アルチザナルは，やや高めの価格帯（200-350
円）で「少品目少量生産型」となっていた。
②品目の構成
3店舗とも，惣菜パン，サンドイッチ，バケット，
食パンなど，各品目の構成比が少しずつ異なってい
た。パンドブルーは，惣菜パンや菓子パンが中心なの
に対して，エズブルーは，惣菜パンやサンドイッチ，
果物などを使ったスイーツ系のパンを中心としながら
も，デニッシュ，ベーグル，雑穀パン，マフィンなど
多品目にわたる品揃えを有していた。他方，アルチザ
ナルは，スイーツ系を中心にバケットやサンドイッチ
などを揃えていた。
以上の点から，2つのタイプの仮説を抽出してみ
た。ひとつは，事前のデータ収集から抽出した京都市
民のパンに対する消費性向に関する仮説で，もうひと
つは，京都市内のパン屋のマーケティング戦略に関す
る仮説である。
H-A：京都市民のパンに対する消費性向
－ H_A1：京都市民は，食パンよりも惣菜パンや菓
子パンを好む傾向にあり
－ H_A2：市内の店舗はそれを反映した品揃えと
なっている
H-B：京都市内のパン屋のマーケティング戦略
－ H_B1：各店舗のコンセプト，とりわけ品揃えと
価格帯が差別化の基本要因となっており
－ H_B2：それに対応する形でターゲット層（支持
層）も少しずつ異なっている
仮説 H_A1は，京都市民のパン消費に関するより詳
細なデータが必要であり，各店舗への調査や品目別の
売上分析，消費者アンケートなどで検証していくこと
ができる。H_A2は，各店舗のマーケティング戦略に
ついてアンケートやインタビュー調査などで検証して
いくことになる。但し，京都市民が食パンをあまり好
まないから，各店舗はそれに対応した品揃えをしてい
るのか，京都の多くのパン屋が，以前から食パンより
も惣菜パンや菓子パンを中心とした品揃えを展開して
きたから，市民が食パンをあまり食べないのか，その
因果関係についても検討する余地がある。これについ
ては，京都市民の食生活スタイルとともに，カフェや
洋食店などとの関連性，京都のパン屋の黎明期から現
在に至るまでの史的変遷などについても調査していく
必要がある。また，そもそも京料理が有名な地域であ
りながら，なぜ市民はパンを好むのか，という根本的
な疑問についても解き明かす必要があるだろう。
仮説 H_B1は，各店舗への調査やインタビューなど
で裏付けるとともに，京都市全体のパン屋のコンセプ
トや戦略に関する2次データなどで検証していくこと
ができる。H_B2は，京都市におけるパンの消費動向
やパン屋の選好理由などに関する2次データや，消費
者アンケートなどによって検証していくことができ
る。
また，ビジネス上の一般的な課題としては，狭い店
舗スペースでの効率的な販売（利益率の向上）が3店
舗に共通した点といえる。薄利多売型のパン屋にとっ
ては，ローコスト経営が至上課題になるだろうし，多
品目大量生産型にとっては，売れ筋／死に筋の見極め
が業績を左右することになるだろう。少品目少量生産
型であれば，より付加価値の高い商品の開発が課題に
なるだろう。
4．まとめ
本稿では，スマホアプリやインターネットを活用し
たフィールドワークの技法を提示していくとともに，
その有効性を検証していった。調査対象（地域）の情
報収集や，調査中の行動記録をとるには，ICT 技術の
活用は非常に有効である。スマホに慣れ親しんでいる
若者世代にとって，本稿で紹介した技法はストレスな
く活用することができるだろう。
但し，3章で示したデータの整理と仮説抽出までの
作業は，既存の仮説生成方法を踏襲していくことにな
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るが，AI の進展によって，こうした作業のあり方も
変わっていくかも知れない。データの整理はパソコン
のソフトウエアである程度可能なので，今後はこうし
た手法についても試行し検証していく必要がある。
本稿で示したフィールドワークの基本プロセスは以
下のとおりとなる。
（1）事前の準備
①調査ツールの準備：フィールドワークの調査ツー
ルとしてスマホアプリ等の準備と動作確認をして
おく。
②調査対象とテーマの設定：興味のある調査対象を
決めてから，それに沿ったテーマを設定してもい
いし，予めテーマを設定した上で，それに適した
調査対象を決めても構わない。
③2次データの収集：調査対象の情報を事前に収集
し，傾向や特徴を把握しておくとともに，調査の
進め方を想定しておく。
（2）実査
①観察と記録：調査テーマや課題にもとづいて，現
場の様々な事象をキャッチし記録にとる（メモ，
写真や動画の撮影，音声の記録など）。
②行動記録：自らの行動をスマホアプリで自動記録
しておく。
③資料収集：チラシやパンフレットなど，調査対象
に関する資料を収集する。
（3）データの整理と分析
①データの整理と分析：調査記録（データ）を一定
の傾向や特徴などにもとづいて整理しながら，何
らかの法則性や類似点，相違点などを見つけ出し
ていく。
②仮説抽出：事象間の関連性を明らかにするような
仮説や理論的解釈を生成する。
今後の研究計画としては，本稿で示した調査手法の
有効性を他の都市部でも確認していくとともに，仮説
の検証方法とその成果についても，京都のパン屋など
をケースとして取り組んでいくことになる。
注
1）本調査は，上記の専修大学商学研究所研究助成プロジェク
トのメンバーである大林守教授のゼミ合宿におけるフィール
ドワーク（パン屋の調査）に，筆者も同行しながら独自の
テーマ設定のもとで行った。
2）https://www.stat.go.jp/data/kakei/rank/backnumber.html
（2018.09.02，2019.04.10）
3）https://tpdb.jp/townpage/order?nid=TP01&gid=TP01&scri
d=TPDB_G241（2018.09.02，2019.04.10）
4）https://tabelog.com/SC0101/kyoto/map/?SrtT=rt&sk= パ
ン & s v d= 20190408& s v t= 1900& s v p s= 2（ 2018.09.02，
2019.04.10）
5）https://www.google.co.jp/maps/
6）2019年4月10日時点では，同社 HP では「オール税込120円
パンのお店」となっている。http://www.pin-de-bleu.jp
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